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1.利用負担金の改定のお知らせ＇

利用負担金の一部改定を予定していますが，以下の改定内容は現在学内等で検討・調整中であり，

承認されれば平成9年 1月7日より実施する予定です。

1)改定事項

平成9年 1月から新スーパーコンピュータシステム (VPP700)を導入します。この導入に

伴い，次の事項について負担金を改定する予定です。

(1)演算負担金（バッチ処理・スーパーコンピュータ）の改定

(2)演算負担金（会話型処理・スーパーコンピュータ）の改定

(3)人出力負担金（プリンタ）の追加

(4)現有の「並列計算機」の改称

(5)可視化用サーバ及びユーザーインターフェースワークステーションは現行のワークステ

ーション負担金を適用

(6) 「備考」欄の整備

2)改定内容

(1)演算負担金（バッチ処理・スーパーコンピュータ）

以下のように改定します。
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1件の演算時間のうち

5分まで 1秒につき 3円

5分を超え 15分まで 1秒につき 1円

1 5分超 1秒につき 0.4円

ただし， 1 7並列以上のプログラムで使用したときの演算負担金については，上記の演算

時間の区分に従って，各々その単価の 2倍にします

また，併せて， 「備考」欄中に「 1 演算負担金バッチ処理の項中スーパーコンピュータ

を利用して単ープログラムにより複数の演算処理を並列に実行した場合の負担金については、

各々演算時間中その最長の演算時間をその算出基準とする。」の項目を追加します。

(2)演算負担金（会話型処理・スーパーコンピュータ）

1秒につき 3円に改定します。

(3)入出力負担金

新スーパーコンピュータシステムの一部として導人される大型カラープリンタ (A0判）は

既存の高画質カラープリンタと同様に消耗品実費相当額を受益者負担で賄う方式を採用し，

「大型カラープリンタ 4,000円／頁」の項目を追加します。

(4)現有の「並列計算機」の改称

新スーパーコンビュータシステムも並列計算機となるため， 「会話型処理」中の「並列計算

機」を「分散メモリ型小規模並列コンピュータ」に改称します。

併せて， 「備考」欄中の「並列計算機」についても同様に改称します。

(5)新規導入の可視化用サーバ及びユーザーインターフェースワークステーションは現行のワーク

ステーション負担金を適用します。

(6) 「備考」欄の整備

現行「備考」欄の 3項目中「利用負担金額」を「一月の利用負担金額」にし，前回改正（平

成 8年 2月）時の不明確さを是正し，別表の整備を図ります。

（システム運用掛ダイヤルイン 092-642-2307)

2. ジョブ制限値の変更について（再掲）

平成9年 1月7日（火）から新スーパーコンピュータシステム FUJITSUVPP700/56のサービス開始

に伴いジョプクラスと制限値を変更いたします。

新スーパーコンピュータシステムでは最大32並列処理，主記憶 54.4 GB (32PE x 1. 7GB)の

ジョプ投人が可能になります。また，非並列でも主記憶が 1.7 GBまで利用できます。

平成8年10月1Hからテスト運用しておりますM-VPP連携機能（詳細はセンターニュース

N0.547をご覧ください）は M-1800のMSPと VP2600のUXP間の連携機能でしたが，平成9年1

月7日からは M-1800のMSPと VPP700のUXP間の連携機能に変わります。

変更箇所は次のとおりです。

・MSP関連

変更内容

1. VPバッチジョブ・ジョブクラスW,Xのジョプ投人先をVPP700に変更

2. M-VPP連携機能のジョプクラスY, Zを増設

非並列標準，大型

並列 8PE並列， 16PE並列
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汎用コンピュータ M~l800/20U 

適用ジョプ

ジ
ョ
プ
ク
ラ
ス

サ
イ
ズ

リ
ー
ジ
ョ
ン

最
大 端末

接続

ライン
プリンタ

カ
数
出
枚

カ
数
出
行

字
ン
数

文
一
形
タ
圏
パ

バ
ッ
チ
ジ
ョ
ブ

標準ジョプ A
 

分

10

万回

20 

B
 
180 50 

MTジョプ z
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10 

分 枚
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36,000 
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100,000 

TSSジョプ

スーパーコンピュータ VP2600/10 

ジ C フ 最リ ライン
ヨ p ア 大 1 端末 プリンタ 図形文字

適用ジョプ ブ u イア ジサ パターン

ク I 時 ルク ョイ 接続 数
フ 間 セ ンズ 出力 出力
ス ス 枚数 行数

分 万回 MB 分 枚 行 パターン

Iゞ A I 10 20 
ツ

チ 大型ジョブ B 180 50 50 600 36,000 100,000 
ジ

ヨ 10 
ブ V 50 300 

騒 (500) 

*VP2600のジョブクラスおよび制限値は平成9年2月末まで有効です
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・UXP関連

変更内容

1.新スーパーコンピュータ VPP700/56 のジョブキューを新設

非並列標準，大型

並列 8PE並列， 16PE並列， 32PE並列

汎用コンピュータ M-1800/200 

適用ジョブ キュー CPU時間 リージョン 備考

バッチジョブ s s 1 8 0分 100MB 

TSSジョプ 6 0分 100MB ベクトル演算可

スーパーコンピュータ VP2600/10 

適用ジョブ キュー II CPu時間 リージョン 備考

VS  6 0分 100MB 

バッチジョブ V 1 
I 
1 8 0分 100MB 

VX  1 8 0分 400MB 

*VP2600のジョブキューおよび制限値は平成9年2月末まで有効です

（システム管理掛 ダイヤルイン 092-642-2308) 
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3. NOSのデフォルトの変更について (UXP)

平成9年1月7日（火）から，新スーパーコンピュータ VPP700/56のサービスを開始します．

これを契機にNQSのデフォルトを以下のように変更します．ご注意ください

1) qsubコマンドのデフォルトバッチキュー名

（新）新スーパーコンピュータの p1キュー

（旧）汎用コンピュータの SSキュー

この変更によりは:

SSを必ず指定して

2) qstat, qde Iコマンドのデフォルトマシン名

（新） kyu-vpp（新スーパーコンビュータ）

（旧） kyu-cc （汎用コンピュータ）

この変更により迅風旦ょにふ二之ゑ憩

さし＼
/‘‘`‘~`--へヽベ

例） kyu-cc% qstat @RY止cc•

kyu-cc qdel Pf ky9f99 5478. kyu-cc 

してくだ

（システム管理掛 ダイヤルイン 092-642-2308) 

4. VPP700/56へのライブラリの移行状況について

現在VP2600/10で公開しているライブラリの新スーパーコンピュータ VPP700/56への移行状況を

お知らせしまずなお，詳しい利用方法は移行作業が完了次第，センターニュース， LOGON, login時

のメッセージなどで随時お知らせします．また， VP2600/10は1997年2月まで並行運用されます．

MARC 

OSがMSPから UXPに変更される予定です．利用方法は汎用計算機の UXP（ホスト名 kyu-cc)か

らMARCジョブをVPP700/56に投入します．従来の4倍のメモリーが確保できるようになります．

ただし， SSUはサポートされません．

Gaussian94 

VP2600/10と同様，汎用機からバックグラウンドで利用する形態です．ジョブキューとマシン名が

変更になる他は，従来と同じ利用方法です．

FSPICE/VP 

FSPICE/VPは過去のライブラリ統計の結果，ここ数年ほとんど利用がないため， VP2600/10の

撤去に伴い， 2月末日をもって運用を停止する予定です．運用停止により支障が生じる方は早めに連絡

をお願いしまず
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プログラムライブラリ開発課題

UXPのライプラリの利用方法は従来と同じです． MSPからの利用については，現在動作確認およ

び移行方法の検討を行っております．運用方法は決まり次第お知らせします．

（ライブラリ室 ダイヤルイン092-642-2295)

e~mail : f70029a Qし・kyu-rc.cc.kyushu-u.ac.jp

5.新スーパーコンピュータシステム講習会開催のお知らせ

標記講習会を下記の要領で開催いたします。希望者は，共同利用掛（ゲイヤルイン 092-642-2305)に

申し込みください。なお，第一回と第二回の講習の内容は同じです。

記

・日 時

・受付時間

・対 象

・募集人員

・内 容

・会 場

第一回 1 2月20日（金）

第二回 1 2月24日（月）

時

時
6

5

 

l

l

 

～
～
 

ヽ
時

時
0

0

 

1

1

 9 時30分～ 9時50分

センター利用経験者で， VPP700/56に輿味をお持ちの方

センター利用の経験がなくても，分散メモリ型並列計算機および並列化プ

ログラミングに輿味のある方（なお，並列化プログラミングの解説は，あ

る程度の Fortran文法の知識が前提）

7 0名

1) VPP700/56の概要
新スーパーコンピュータシステム VPP700/56の概要をハードウェア，
ソフトウェア両面から紹介
2)並列化プログラミング人門
VPP700/56の並列化 Fortranである Fortran90/VPPによる並列化プ
ログラミング手法についての解説

3) VPP700/56利用法
センターの UXP.MSPシステムから VPP700/56を利用するための手
続きの解説
4)講演
題目
講師
概要

第一回

第二回

「高エネ研でのVPP500」
橋本 省二（高エネルキャ—物理学研究所・データ処理セックー）
高エネルギー物理学研究所における VPPS00/80の利用について紹
介する。高エネ研の VPP500は主に素粒子物理の理論的および
実験的研究のために導人された。最も多く CPUを使っている
のは格子 QCD （量子色力学）の数値ツミュv-•:／ョソのグループで
ある。ここでは，それらのツミュV-:／3ソの成果を紹介すると共に
VPPで最高の性能を引き出すための一般的注意点などについて
もまとめる。

1 2月20日 附属図書館視聴覚ホール

1 2月24日 大型計算機センター・多目的講習室 (3階）

No. 550 -6-



・時間割

10:00 12:00 13:00 15:00 16:00 

2 0日
• VPP700/56の概要 昼 ・並列化7°nク方ミンゲ入門
・並列化7°n9万ミが入門 休 (II) 
（I) み • VPP700/56利用法 I 講

演

10:00 12:00 13:00 15:00 

• VPP700/56の概要 昼 ・並列化Tnク‘‘9ミンゲ入門
2 4日 1 ・並列化7°nク方ミソゲ入門 休 (II) 

(I) み •VPP700/56利用法

・申込み期間 1 2月 9 日（月） ～ 1 2月13日（金）

（なお，募集定員に達し次第締め切ります）

6.計算化学講習会開催のお知らせ

標記講習会を下記の要領で開催いたします。希望者は，共同利用掛（夕｀イヤルイソ 092-642-2305)に

お申し込みください。

• H 時

・受付時間

・対 象

・募集人員

・内 容

・会 場

・講 師

・テキスト

・時間割

記

1 2月18日（水）・ 19日（木） 10時～ 17時

9時30分 ～ 9時50分 (1 8日のみ）

計算化学的手法の化学への応用に典味のあるセンター利用者

3 0名程度

Sunワークステーションと分子モデリングソフト Anchorを用いて，

計算化学的手法を実際の系にどのように応用するかについて，講義

と実習とにより理解する。実習では分子構造の最適化，振動解析，

反応解析などを非経験的分子軌道プログラム Gaussian94 （センタ

ーに導入ずみ）を用いて計算を行う予定

大型計算機センター・多目的講習室 (3階）

九州大学有機化学碁礎研究センター堀 憲次

センターで準備します

10:00 12:00 13:30 17:00 

1 8日・ 19日

昼

講 義 休 講義および実習

み

・申込み期間 1 2月 9 日（月） ～1 2月13日（金）

（なお，募集定員に達し次第締め切ります）
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7. 新スーパーコンビュータ VPP700/56の利用方法について

新スーパーコンピュータ YPP700/56の利用方法を， YP2600/10のFortran資産を移行するための注意点を

中心に解説しまずなお，並列化プログラミングの解説，チューニングツールの使用方法などは，今後のセンター

ニュース，講習会資料，広報で紹介する予定です．

1 VPP700/56の概要

九州大学大型計算機センターの新スーパーコンピュータシステム FUJITSUYPP700/56は，大規模数値計算

を高速に処理するためのベクトル並列型計算機です． VPP700/56は，個々のプロセッサ(PE: Processing El-

ement)がそれぞれメモリを持ち，他の PEのデータが必要になった場合は， PE間を相互に結合したネットワー

クを介して転送を行う分散メモリ型計算機です． VPP700/56で複数の PEを用いた並列処理を実行したい場合

は，並列処理のための命令，データ分割方法， PE間のデータのやりとりなどを利用者自身でプログラムする必

要があります([3]）．なお， VPP700/56のPEの総数は56台ですが，同時に利用できる PE数は32台です．

各PEは2GBの主記憶と最大処理性能2.2GFLOPSのベクトルユニットを搭載しています． lPEあたりの

処理性能はVP2600/10の半分程度ですが， VP2600/10に比べ4倍のメモリを搭載しています．さらに，複数の

PEによるジョブ処理によりスループットは格段に向上するはずです．また，各PEは最大57OMBI秒の性能を

持つPE間通信ユニットを 2台装備しています．

2 VPP700/56の利用方法

当面は，従来の¥"P2600/10と同様，汎用計算機M-1800/20Uを経由したバックグラウンドでの利用となり

ます．即ち，汎用計算機M-1800/20Uで作成した Fortran,Cプログラムに対し，処理内容を記述したバッチリ

クエストあるいはJCLをqsub(UXP)あるいは submit(MSP)コマンドで投入します．投入されたプログラムお

よひテータは ¥"PP700/56に送られ，処理結果は汎用計算機に返却されます．

VPP700/56で動作する言語処理プログラムは以下の通りです．

Iソフトウェア名 I _＿ 機能 ！コマンド I
Fortran 90 /YP ベクトルFortranコンパイラ frt 

Fortran 90 /YPP ベクトル並列Fortranコンパイラ frt -Wx 

C Cコンパイラ cc 

C/YP ベクトルCコンパイラ vcc 

c++ C+＋コンパイラ cc 

なお， ¥"PP700/56の対話型処理の利用開始は 1997年4月を予定しています．また， YP2600/10は1997年

2月まで暫定運用されます． ¥"P2600/10の利用方法は従来と全く同じです．

3 マニュアル

3.1 オンラインマニュアル

対話型の利用ができるまで， VPP700/56のオンラインマニュアルは汎用計算機:M-1800/20UのじXPシス

テム（ホスト名 kyu-cc)から rshコマンドを介して参照ください．ホスト名はkyu-vppです．なお， kyu-cc以

外からの利用はできません．

3.2 マニュアルの購入方法

参考文献にあげた計算機マニュアルはすべて九大生協の書籍部で注文することができます．注文の際はマニュ

アル番号（例えば『Fortran90/VP使用手引書』なら ‘'J2U5-0050’'）を必ず指定してください．

No. 550 -8-



4 UXPからのジョブの投入

VPP700/56での計算は， VP2600/10の利用と同様， 「バッチリクエスト」と呼ばれるシェルスクリプトを

汎用計算機 M-1800/20U で記述•投入することにより行います．

4.1 NQS 

4.1.1 バッチキュー

UXPのバッチ処理システムを総称してNQS(NetworkQueuing System)と呼びます． VPP700/56には使用

できる計算資源に応じてバッチキューが設定されています． 1997年 1月現在の制限値は以下の通りです．

Iキュー名 |cpu時間 I記憶域 I 処理形態J
~ ~ ~ ~ ~ 

C 60分 100MB 翻訳専用

s 60分 1.7GB lPE 

p1 1200分 1.7GB lPE 

p8 1200分 L7GB/PE 最大8PE

p16 1200分 1.7GB/PE 最大16PE

p32 1200分 l.7GB/PE 最大32PE

翻訳専用の cキューは優先度が高めに設定されています．翻訳レベルのデバッグやベクトル化，並列化の翻訳情

報を得るために利用しまず並列プログラムの翻訳も可能です．

s, plキューは，非並列の lPEジョブの翻訳・実行が可能です．従来のFortranプログラムやC.C+＋プロ

グラムなどを投入します．利用者が使用できる記憶領域は 1.7GBです．

p8. p16. p32キューは並列処理を行うためのキューです． Fortran 90/¥・ppプログラム， メッセージパヽ ／ヽシ

ングライブラリを埋め込んだFortran:Cプログラムの翻訳・実行を行います．使用できる記憶領域は， PE数 x

1.7GBです．

4.1.2 ジョプ投入にあたっての注意事項

• 1月より，汎用機のじXP（ホスト名 kyu-cc)の利用者のホームディレクトリ（例えば／home/usr9/a79999a)

に ••VPP" というディレクトリが新規に作成されます． VPP は \'PP700/56 の利用者ホームディレクトリと

シンボリックリンクが張られています．従って， kyu-ccから ¥.PP700/56ヘジョブを投入する場合，使用

するソースプログラム，データは必ずホームディレクトリ下の ••VPP" 下（例えば／home/usr9/a79999a/VPP)

に作成してください．

•並列ジョブを実行する場合は，必ず翻訳時オプション濯x を指定してください．

• pで始まるキューの CPU時間の上限は20時間です． CPU時間の打ち切り時間を 20時間以下に設定した

い場合は qsubコマンドのーlTオプションで指定します．

• ¥'P2600/10のMSPシステムでサポートしていたジョブのリスタート機能は¥.PP700/56ではサポートさ

れません．従って，実行中のジョブが定期保守時間などで実行を中断された場合，処理の始めから（自動的

に）再実行となります．

•制限値を越えるジョブを投入したい場合は，個別対応となります． request@cc.kyushu-u.ac.jp まで連
絡ください．

4.2 バッチリクエストの記述例

バッチリクエストはエディタでファイルとして作成します．サフィックスに特別な決まりはありませんが，認

識し易いように統一することをお勧めしまず
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4.2.1 標準的な形(lPE)

先頭の＃は，バッチリクエストが cshの文章であることを意味します．＃を指定しない場合は shが走りま

す．次の行の cdは，ディレクトリをVPP?00/56の～/EXAMPLEに移動するコマンドです(kyu-ccのディレクト

リではありません）．

初期ディレクトリはバッチリクエストを投入した場所ではなく， YPP?00/56のホームディレクトリとなりま

す:.従って，プログラムを翻訳・実行するディレクトリを必ず指定してください．

次の行はfrtコマンドでtest.f90を翻訳する処理です．翻訳オプションとして，ベクトル化メッセージとプ

ログラムリストの出力を指示しています．これらはチューニングのための情報として有益です．また， YPP?00/56 

のFortranシステムではベクトル化オプションが標準値となっていますので，従来の一Jオプションの指定は必要

ありません．最後の行は作成した a.outを実行するコマンドです．

4.2.2 Fortran 90/VPPの起動

-Wxオプションの指定により， Fortran90/YPPが起動され，並列プログラムの翻訳を行います．

4.2.3 ベクトル化レベルを下げて翻訳・実行

ベクトルモードでは，高速化のために式の評価順序を変更する最適化を行います．その際，丸め誤差の影響か

ら計算誤差が発生することがあります．オプション -Wv,-anの指定により，式の評価順序の変更を抑止した実行

結果と比較することで計算誤差の影響をチェックできます．最適化レベルは自動的に—Ob になります．また，実

行時間は増大します．

4.2.4 最大限の最適化を行う

VPP700/56用の最大限の最適化を指示します．最適化に伴う副作用の可能性を指摘するオプション (-E)もあ

わせて指定します．通常は省略値で十分ですが，プログラムによってはかなりの高速化が得られることもありま

す．
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4.2.5 実行ファイルを作成する

test.f90を翻訳して，実行ファイルb.outを作成します．実行はしません．

4.2.6 実行のみ

既に翻訳が完了している b.outを実行します．このように，翻訳・実行を一つのスクリプトに続けて記述す

る必要はなく，別個に処理を依頼することもできます．

4.2.7 標準入出力の例

じNIXのリダイレクション機能はそのまま使えます．装置参照番号5番が標準入力 (st<lin), 6番が標準出力

(s1dout)に対応しています．例では in.dataからデータを読み込み， out.dataにデータを書き出しま j.

4.2.8 環境変数としてのファイル処理

プログラム中に陽にファイルを指定する以外にも，環境変数によって装憧参照番号とファイルを対応づけるこ

ともできまず環境変数は

fuN恥ファイル名

です． NNは2桁の装置参照番号(00~99)を指定します．ファイル名はパス名込みでも構いません．例では装置

参照番号1番に ex1.dataを対応づけています．

shの場合は割り当て方法が異なります．バッチリクエストファイルの先頭の憎＂がないことに注意ください．

4.2.9 M 形式のファイル処理

VPP700/56の浮動小数点形式はワークステーションで広く使われている IEEE形式と呼ばれるものです．

方，汎用計算機M-1800/20Uとベクトル計算機VP2600/10の浮動小数点形式はM形式と呼ばれるものです． M-

1800/20UおよびVP2600/10で作成したM形式のバイナリーデータをVPP700/56で読み込んだり， VPP700/56
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の出力する IEEE形式のバイナリーデータを i¥I-1800/20Uで読み込んだりする場合には， 2つの形式を実行時オ

プションによって変換する必要があります．ただし，変換可能な型は実数型，複素数型データのみです．

実行時オプションは濯1のあとにカンマで区切って指定します．

濯1,-Cuno 装置参照番号 unoからのバイナリーデータの入出力をM形式で行います．

unoの指定がない場合は，すべての装置参照番号を指定したものとします．

濯1,-M IEEE⇔M浮動小数点形式の入出力変換後に浮動小数点データの仮数部の一部が

損失した場合，診断メッセージを出力します．

b.outを実行する際に，バイナリーデータの入出力を M形式で行います．

4.2.10 SSL II/VPの結合

SSL II/VPのサプルーチンを使用している場合は，ーlssl2vpを指定しまず

4.2.11 NUMPACの結合

Nl'MPACのサブルーチンを使用している場合は， -lnumpacを指定します．

4.2.12 SSL 11/VPPの結合

SSLII/VPPのサプルーチンを使用している場合は，ーlssl2vppを指定します．

4.2.13 私用ライブラリの結合

VPP700/56の～/MYLIB下の私用ライプラリ libmylib.aを結合します．検索パスを通していない場合は，

フルパスで例えば，
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と指定します． '¥"PP700/56のホームディレクトリまでのパスは rshkyu-vpp pwdで参照できます．

4.2.14 C/VPの利用

ベクトル版C（コマンド vcc)を利用する場合も，バッチリクエストの記述方法はFortranと同様です．

オプションは rshkyu-vpp man vccで参照ください．

4.3 バッチリクエストの投入

4.3.1 qsubコマンド

バッチリクエストファイルの処理は qsub(/usr/bin/qsub)コマンドで依頼します．形式は

qsubuoptionsuscriptfile 

です． optionsはオプションを空白で区切って指定します． scriptfileはバッチリクエストのスクリプトファイル

名です．主なオプションは次の通りです．

-ququeue q-u,e・ueはキュー名です．省略すると， YPP700/56のp1キューに投入されます．

-mb バッチリクエス．卜の実行開始をメールで通知します．

-me バッチリクエストの実行終了をメールで通知します．

-mi バッチリクエストの統計情報をメールで通知します．

-muu・u.ser バッチリクエストに関するメールを userに送ります． userは，九州大学大型計算

機センターの利用者であればloginnameで，他のマシンに送る場合はc付きのア

ドレスを指定します．

-euerrfile 標準エラー出力（翻訳結果， timexの情報など）を指定したファイル e'f"l:fileに出力

します。指定がない場合は， リクエストを投入したディレクトリ下に「スクリプト

ファイル名．eリク，エスト番号」という名前のファイルが自動的に作成されます，

-oLJout9仲 標準出力を指定したファイル ou,tfileに出力します．指定がない場合は、リクエス

トを投入したディレクトリ下に「スクリプトファイル名，oリクエスト番号」とい

う名前のファイルが自動的に作成されます．

-eo 標準エラー出力を標準出力と同じファイルに出力します．

-lTutime 使用するバッチリクエストの CPU時間の上限を設定します．設定は［［時間：］分：］

秒です．

【制限値の指定例】

-lT 10:35:20 10時間 35分20秒

-lT 12345 12345秒

-lT 59 :45 59分45秒

-lPv 並列処理で使用する PE数を指定します．

メールでの通知オプションとは別に，利用者の課金システムよりバッチリクエストの実行に要した課金情報が

実行終了後メールで送付されます．

なお， 1月7日から qsubコマンドのキューの省略値が ss（汎用機）から p1に変更されますので， kyu-ccの

ss キューに投入する場合は—q ssオプションは省略できなくなります．

4.3.2 qsubコマンドオプションの記述

qsubコマンドのオプションは，バッチリクエストファイルに記述することができます．オプションは＃c$に

続けて空白を置かずに指定します．

- 13- No. 550 



4.3.3 バッチリクエストの投入例1

以下，バッチリクエストの記述されたファイル名を a.shとします．

汎用計算機 M-1800/20U から YPP700/56 の s キューに投入しました．下線部の ••5466" がリクエスト番号，

・'kyu-cc'・がホスト名です． ••5466.kyu-cc`' でリクエスト名を構成します．実行が終了すると，スクリプトファ

イル名とリクエスト番号に対応した標準エラー出カファイル a.sh.e5466と標準出カファイル a.sh.05466が

返ってきます．

4.3.4 バッチリクエストの投入例2

kyu元Clqsub _q p1 -o outdata 
Request~ 5461kyn-cc: Submitted. 

p1キューヘ投入しました．ーqp1は省略可能です．標準出カファイ“ル名を out.dataに，また標準エラー出

力を標準出力と同じファイル out.dataに出力しまず実行が終了すると，標準エラー出力と標準出力が同一の

ファイル out.dataに格納されて返ってきます．

4.3.5 バッチリクエストの投入例 3

VPP700/56の p16キューヘ投入しました．オプションとして，実行終了と統計情報をメールで知らせること

を指定しています．

4.3.6 メールの送り先

VPP700/56で対話型処理のサービスを開始するまでは，汎用計算機M-1800/20UのUXP/Mシステム（ホス

ト名 kyu-cc)にメールが転送されます．

4.4 ジョブの状態表示

qsubコマンドにより依頼したバッチリクエストの処理状況は， qstatコマンドによって調べることができま

す． qstatコマンドはバッチリクエストの処理状況をキューごとに出力しまず形式は

qstatucmachine 
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です． machineは計算機のマシン名を指定します．なお， 1月7日からマシン名の省略値がVPP700/56のマシ

ン名 kyu-vppに変更されますので， YPP700/56の処理状況は qstatのみで調べることができますまた， kyu• 

ccに投入したスカラージョブの処理状況が知りたい場合は qstatckyu-ccを指定するようになります．

4.5 リクエストのキャンセル

4.5.1 qdelコマンド

誤って投入したバッチリクエストや，これ以上実行する必要がないと判断したジョプのキャンセルは qdelコ

マンドで行いまず形式は

qdeluoptionsureq・uest-id 

です． optionsはオプションの並び， req-uest-idはリクエスト名です．

リクエスト名は qstatコマンドの REQUESTIDで確認することができます． qdelコマンドのオプションは次

の通りです．

-k 実行中のバッチリクエストに対してキャンセルを行います．一Kの指定がない場合

は，実行待ちのリクエストだけをキャンセルします．

4.5.2 リクエストのキャンセル例

実行中の場合はーKオプションの指定が必要です。

ky、・ -·し 9曹~ 1”~+ ・上- ，，""',c'.''•~やし·J 全 ・-・~ =」:••• 曹`屯 • 
Request 5479,kyu-cc is xunning, and has been sig 

4.6 NQSの注意点

バッチリクエストを投入した段階で，スクリプトに記述したプログラムおよびデータファイルの修正は絶対に

しないでください． NQSはバッチリクエストが投入された段階でのファイル群のコピーや排他的な処理をしませ

ん．従って， リクエストを投入した後でこれらのファイルを修正すると，修正後のファイルを翻訳・実行するこ

とがあり，全く異なる結果や異常終了を起こす可能性があります．

その場合，別なディレクトリにコピーを持つか，同じディレクトリの場合でもバッチリクエストを投入する前

の段階で別な名前のコピーを持つなどのファイル管理をお願いします．

5 MSPからのジョブの投入

5.1 M-VPP連携機能

MSPからVPP700/56の利用は「M-VPP連携機能」＇と呼ばれるソフトウェアを介して行います．

従来のVP2600/10はUXPとMSPの2つのOSが動作していましたが， VPP700/56ではUNIXOSであ

るUXPに一本化されました． M-VPP連携機能は，汎用計算機M-1800/20のMSPシステム（ホスト名 kyu-msp)

からVPP700/56のUXP/Vシステム（ホスト名 kyuャpp)ヘバッチジョプを投入し，処理結果をMSPへ返すと

いう MSP利用者のためのシステムです．浮動小数点形式の変換および並列ジョプの翻訳は自動的にオプションが

設定されますので，利用者が陽に指定する必要はありません．
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5.2 制限事項

M-VPP連携機能には以下の制限があります．なお，制限事項は適宜改善していく予定ですので，以降のセン

ターニュースに注意願います．

・ーシステム記憶装置(SSじ）はサポートされません．

•ジョブのリスタート機能 (CPR) はサポートされません．

•翻訳／結合編集／実行を行う STEP=CLG, および翻訳を行う STEP=C の形態でのみ利用できます．ロードモ

ジュールを作成して保存したり，ロードモジュールの実行のみを行うことはできません．

•使用可能な数値計算ライブラリは SSL II/VP, SSL II/VPPとNUMPACです．その他のライブラリは移
行・代替方法が決まり次第お知らせします．

• PKSやGRAPHMANなどの図形ライプラリは利用できません．汎用機での処理をお願いします．

•私用ライブラリは利用できません．

•実行時オプションは指定できません．

5.3 ジョブクラス

VPP700/56専用のジョプクラスw.x. Y, zを新設しまず制限値は以下の通りです．

Iジョブクラス名 |CPU時間 I記憶域 処理形態

w 60分 1 7GB lPE 

x 1200分 1.7GB lPE 

Y 1200分 1.7GB/PE 最大8PE

z 1200分 l.7GB/PE 最大 16PE

16台を超える PEを利用した並列ジョブを実行する場合は， rXPを利用ください．

5.4 JCLの記述方法

5.4.1 カタログドプロシジャ

FORT VPP=YES 

[,OPT=BIEIF] 

[,OPTION='option-list'] 

[,UCS=UCS名］

[,FCB=FCB名］

【パラメータの説明】

VPP=YES Fortranジョプの実行（翻訳／結合編集／実行）を YPP700/56で行うことを指定

OPT={BIEIF} 最適化のレベルを指定省略値は E

OPTION='option-list' 翻訳時オプションをじXPのコマンドライン形式で指定する．

UCS=UCS名 プリンタ出力時のUCS名を指定

FCB=FCB名 プリンタ出力時のFCB名を指定

5.4.2 翻訳時オプションの指定方法

翻訳時オプションを指定する方法は，ソースプログラムの cFORTRAN行を利用する方法と， OPTIONパラメー

タにUXPの翻訳時オプションリストを記述する方法があります．
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UXPのコマンドラインのオプションは，大文字／小文字を区別します．小文字を入力できない端末の場合は，

直前にEBCDIC-ASCIIの“¥’'を記述します．

cFORTRAN行は翻訳されるすべての翻訳単位に対して有効となる翻訳指示行です．なお， UXPのコマンドラ

インでのオプションと比べ，翻訳指示行で指定できるオプションはかなり制限されています（翻訳指示行オプショ

ン形式とコマンドオプション形式との対比表は[2]を参照）．

5.4.3 データセットの指定方法

ジョプの実行に必要なデータセット（プログラム，データ）は， DD文で指定します．インクルードデータセッ

トFORT.SYSINCおよび OPTION='ELM(*)'を指定した場合の FORT.SYSINにのみ区分編成データセットの指定

が許されます．その他のデータセッ•卜には順編成データセット，または，メンバ名指定の区分編成データセット

を指定してください．

DD文で指定したデータセットは，，連携機能の標準的な解釈によりシステム間で自動的に転送されます．この

解釈が適当でない場合は， DD文の DATATYPEパラメータでデータ形式および転送方法を指定してください．

【DATATYPEパラメータ】

DATATYPE=（｛ ：；；N }'｛ ;:：NV }'{：：［xp }'{ ；：に｝）
【バラメータの説明】

•第 1 パラメータは指定したデータセットのデータ形式を指定します．

SRC ソースプログラム

TXT 書式付き順次入出カデータ

FBIN 書式なし順次入出カデータ

BIN 書式なし直接入出カデータ

FORT.SYSINまたは FORT.SYSINCで指定したデータセットはSRC, その他のデータセットは TXTが省略値

となりまず

•第 2 パラメータは文字コードの変換 (EBCDIC-ASCII, JEF⇔ ASCII,EUC)の有無を指定します．

CNV 文字コードを変換する

NOCNV 文字コードを変換しない

データ形式が SRCまたは TXTの場合は CNV, FBINまたは BINの場合は NOCNVが省略値となります．

•第 3 パラメータは MSP から UXP へのデータセットの転送の有無を指定します．
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EXP データセットを転送する

NOEXP データセットを転送しない

DISPパラメータに OLDまたは SHRを指定した場合は EXP,NEWまたは MODの場合は NOEXPが省略値と

なります．

•第 4 パラメータは UXP から MSP へのデータセットの転送の有無を指定します．

IMP データセットを転送する

NOIMP データセットを転送しない

データセットがUXPで更新された場合はIMPが省略値となります．

【パラメータの指定例】

•データセットのデータ形式が書式なし順次入出カデータの場合．

•データセットのデータ形式が書式なし直接入出カデータの場合．

•既存のデータセットにデータを出力する場合 (MSP から UXP への転送が必要ない場合）．

5.5 JCLの記述例

以下，ジョブ制御文(JCL)の例を示し，従来の制御文と連携用の制御文との変更点を説明します．

●従来のJCL例

汎用計算機M-1800/20Uから YP2600/10ヘ翻訳／結合編集／実行処理を依頼する従来のJCLの例です．

●連携用 JCL

汎用計算機fvI-1800/20Uから VPP700/56へ翻訳／結合編集／実行処理を依頼する連携用JCLの例です．
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【説明】

(1)連携ジョプはジョプクラス W,X YまたはZを指定します．

(2)連携ジョブはカタログドプロシジャ FORTの‘’VPP=YES"パラメータを指定します．

(3)翻訳時オプションを指定するら"OPTION="パラメータはじXPのコマンドラインでのオプションか "・cFORTRAN'彎

行を利用して指定してください．

(4)テキスト形式以外のデータセットの場合は ”DATATYPE・・パラメータでデータ形式を指定します．

5.6 実行状況および結果の確認

連携ジョプの状態は STATEコマンドで確認できます．実行結果は，通常のジョブと同様に MSOコマンドな

どで確認できます．連携ジョブの場合にジョブログ部分に KKAで始まる識別子を持つメッセージが出力されま

す．また，メッセージ KKA002IでUXP側で消費した CPU時間を知ることができます．

5.7 連携ジョブのキャンセル

キャンセル方法は従来のジョブと同じです． CANCELコマンドを使用してください．
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6 VP2600/10からの移行

6.1 VP2600/10とVPP700/56の差異

YP2600/10とVPP700/56では，以下の点が大きく異なります．

¥-PP700/56 

計算機 ベクトル並列計算機 ベクトル計算機

(lPEでの実行も可能） (lPE) 

OS UXP/V fvISP, UXP /M 

浮動小数点形式 IEEE形式 M形式(IBM形式）

Fortran Fortran 90 FORTRAN 77 

（＋富士通並列化仕様） （＋富士通仕様）―

最大記憶域 lPEあたり l.7GB* 400MB* 

（最大l.7x32GB)

理論ピーク性能 lPEあたり 2.2GFLOPS 4.9GFLOPS 

（最大2.2x32GFLOPS)

YP2600/10 

＊）利用者が確保できる最大リージョンサイズです．
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6.2 浮動小数点形式

YPP700/56は浮動小数点をIEEE形式で表現します．一方， YP2600/10, M-1800/20UはM形式(IBM形

式）です．単精度および倍精度型データに対する表現方法の違いは以下の通りです．

型名 I IEEE形式 I
単精度型 I指数部 8ビット 7ビット

仮数部＊ 24ビット 24ビット

倍精度型 1指数部 11ビット 7ビット
仮数部＊ 53ピット 56ビット

＊隠れビットを含む．

指数部でIEEE形式はM形式に比べより広い数を表現できます．その代わり仮数部では倍精度型で3ビット少な

くなります．しかし， 10進の精度で見ればほぼM形式と同じ 15桁が表現できます． IEEE形式は，ほとんどの

ワークステーションで採用されている浮動小数点形式で，ワークステーション上で書式なし出力文によって作成

したデータをそのままYPP700/56で読み込むことが可能です．

6.2.1 M形式と IEEE形式の変換

実行時オプション濯1,-cを指定することで，書式なし入出力文実行時にREAD文でM形式から IEEE形

式に， WRITE文でIEEE形式から M形式にデータを変換することができます．汎用計算機M-1800/20U(M形

式）で -Cを指定した場合はこの逆の変換になります．

ただし，変換可能な型は，実数型，倍精度実数型，複素数型，倍精度複素数型のみです．それ以外の型がデー

タの入出力並びに指定されている場合は形式の変換ができませんのでご注意ください．

また， ?¥ISPからジョブを投入する場合，変換は自動的に行われます．

YPP700/56上で作成された実行ファイルを a.outとすると，シェルスクリプトの例は

setemr泊沿1.inpnt.．data 
・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ 

setenv':fu02: OUtput.data 
a,mout _＿阻i

と記述しまず

-cに続けて装置番号を指定すると，その番号のみの入出力がM形式で行われます． M形式で作成されたバ
イナリーデータを装置番号1番から読み込んで，処理結果をIEEE形式で装置番号2番に書き出したい時は，次

のように書きます．

また， Fortran 90/VPシステムでサポートされている IETOM,MTOIEサービスサブルーチンによる浮動小

数点形式の変換も可能です．引用形式は以下の通りです．

[CALL IETOM(R1,R2,TYPE,RETCD) | 
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R1 ； 変換前のIEEE形式データ．スカラー変数または配列要素名．

R2 : 変換後のM形式データ．スカラー変数または配列要素名．

TYPE : データの型を指定．

0＝実数型， 1＝倍精度実数型

RETCD : 復帰コード． 4バイト整数型．

0＝正常終了， 4＝仮数部が最大 3ビット損失，

8＝指数オーバーフロー，または指数アンダーフロー，または非数値データが検出された．

12=引数 TYPEの指定に誤りがある．

厄LLMTOIE(R1,R2,TYPE,RETCD) ］ 
R1 ： 変換前のM形式データ．スカラー変数または配列要素名．

R2 : 変換後のIEEE形式デーダスカラー変数または配列要素名．

TYPE : データの型を指定． IETOMと同じ．

RETCD : 復帰コード． IETOMと同じ．

6.2.2 精度の損失

実行時濯v,-cオプションによる浮動小数点データの変換では，もともとの仮数部と指数部の持つ情報量の差

から，以下のような精度の損失が起きる可能があります．

型名 I READ(M→IEEE) 
実数型 指数部

仮数部

10-37 ~1038の範囲で変換可能

変換可能

倍精度実数型 1 指数部 変換可能

仮数部 最大 3ビットを損失する可能性がある

、¥'RITE(IEEE→M)
変換可能

最大3ビットを損失する可能性がある

10-78~1075の範囲で変換可能

変換可能

複素数型は実部と虚部それぞれに上の型に応じた情報の損失が起こる可能性があります．実行時オプション

-Wl,-Mを指定すると，変換処理の過程で生じたビット損失，オーバーフローなどに関するメッセージが出力され

ます．

(a.out ~W1,-C,-M ＜ー―-ビット損失の検査
~ ~ ~ ・ ・ ・ ~ ~ ・ ・ ・, )

 
ぃ‘・

6.3 ハードウェアの違いによる影響

,.PP700/56とYP2600/10とは，ハードウェアの違いから実行結果が異なる可能性があります．例えば，か

なり厳しい（マシンイプシロンに近い）収束条件をIF文に組み込んでいるような精度に敏感なプログラムでは，実

行結果が影響を受ける可能性があります．

また， YP2600/10とYPP700/56はバイナリレベルの互換性はありませんので，オブジェクトファイル，実

行ファイルは再作成となります．

6.4 言語仕様レベルによる差異

VPP700/56のFortranシステムは， Fortran90, FORTRAN 77, およびFORTRANIVの言語仕様に対

応しています．ただし，並列プログラムを実行する場合は， FORTRAN IV言語仕様は利用できません．

UXPでは，言語レベルはサフィックスにより自動的に決まります．また，翻訳時オプションで指定すること

も可能です．

言語仕様 I 解釈条件

Fortran 90 ファイルのサフィックスが．f90

翻訳時オプション -X9を指定

FORTRAN 77 ファイルのサフィックスが．f

翻訳時オプションーX7またはーXf7を指定

FORTRAN IV 翻訳時オプションーX6またはーXf6または -vを指定
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6.5 FORTRAN77 EX/VPとの互換性

6.5.1 動作を保証するには

¥'P2600/10のFORTRANシステムである FORTRAN77EX/YPシステムの動作をFortran90/YPでも保

証したい場合は，翻訳時オプションとして—Xf7 を指定します．

ただし，この互換性は言語の解釈の互換性であって，ハードウェアの違いから生じる精度の違いは保証できま

せん．

6.5.2 サポートされない機能

VP2600/10とVPP700/56のシステムの機能の違いによってサポートされなくなった機能で特に重要なもの

を以下に列挙します．

●一次回帰演算のベクトル化

DOループの 1回前の実行で定義された値を用いた一次回帰演算はVP2600/10ではベクトル化されていまし

たが， VPP700/56ではベクトル化されません．

●デバッグ機能

デバッグオプションは新システムではーDa.-Ds. -Duのみがサポートされ，それ以外のデバッグオプション

-Db. -Di. -Do, -Dt. -Dvは使えなくなりまず

●CLOCK, CLOCKVの引数

実行開始からの CPじ占有時間を返却する CLOCKサブルーチン，およぴCPV占有時間とベクトルユニット

占有時間を返却する CLOCKVサブルーチンの引数は， これまで省略可能なものがありましたが， Fortran 90/¥"P 

では省略できなくなりました．引数を省略した場合は，実行時に異常終了します．

●翻訳時間

Fortran 90/VPは，従来のベクトル化や最適化にプラスして，スカラープロセッサー向けの最適化を行ってい

まずそのため，翻訳時間は一般的に¥.P2600/10と比較して長くなりまずまた，実行ファイルも多少大きくな

りまず
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